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コ
ロ
ナ
禍
で

外
出
自
粛
が
経

済
面
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。明
治
安

田
生
命
が
発
表
し
た「
今
年

の
夏
休
み
に
使
う
お
金
」ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、前
年
よ
り

一
万
千
三
百
五
十
円
も
少
な

い
五
万
三
千
八
百
七
円
と
い

う
結
果
が
▼
旅
行
や
趣
味
、

外
食
な
ど
に
あ
て
る
費
用
で

す
が
、二
〇
〇
六
年
の
調
査

開
始
以
来
最
低
で
、使
う
お

金
を
減
ら
す
と
答
え
た
人

は
全
体
の
四
割
。う
ち
七
割

が「
外
出
自
粛
で
使
い
み
ち

が
な
い
」と
答
え
、「
収
入
が

減
っ
た
か
ら
」も
三
割
に
の

ぼ
り
ま
す
。夏
休
み
の
過
ご

し
方
は「
自
宅
で
ゆ
っ
く
り
」

が
七
割
。「
帰
省
」「
国
内
旅

行
」は
一
割
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。ス
テ
イ
ホ
ー
ム
も
必

要
で
す
が
、夏
の
レ
ジ
ャ
ー

等
の
関
連
産
業
か
ら
は
た
め

息
が
▼
猛
暑
が
続
き
ま
す
。

熱
中
症
予
防
に
水
分
補
給
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、飲
料
容

器
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
ア

ル
ミ
缶
へ
切
り
替
え
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
に
よ
る
海
洋

汚
染
や
問
題
と
な
り
、ア
ル

ミ
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
特
性
が

見
直
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
す
が
、再
生
を

繰
り
返
す
と
強
度
が
低
く
な

る
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

ア
ル
ミ
缶
は
遮
光
性
の
高
さ

か
ら
中
身
が
劣
化
し
に
く
く
、

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。食
品
だ
け
で
な

く
シ
ャ
ン
プ
ー
容
器
な
ど
に

も
採
用
さ
れ
る
な
ど
循
環
型

社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
の

中
で
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

（
Ｋ
）

秋
の
拡
大
「
準
備
月
間
」
真
っ
最
中

　

仲
間
を
増
や
す
秋
の
組
織
拡
大
月
間
（
９
月
１
日
～
11
月

５
日
）
に
向
け
て
、
８
月
31
日
ま
で
準
備
月
間
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
取
り
組
み
と
な
り

ま
す
が
、
身
近
に
組
合
未
加
入
の
建
設
労
働
者
の
方
が
い
た

ら
、
支
部
ま
で
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
賃
金
対
策
部
】
賃
金
対

策
部
で
は
今
年
も
「
賃
金
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
、
四
月

末
組
合
員
数
の
二
割
を
目
標

に
集
約
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
『
建

設
労
働
』
六
月
十
六
日
付
号

外
と
し
て
配
布
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
も

回
答
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み

取
れ
ば
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
貴
重
な
回

答
・
意
見
を
あ
ら
ゆ
る
賃
闘

運
動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り

は
九
月
三
十
日
で
す
。 賃金アンケート

はこちらから

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提
供

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

イ
ン)

」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労ＬＩＮＥ

　
【
全
建
総
連
発
】
全
建
総

連
六
月
末
の
基
本
調
査
の
結

果
、
全
建
総
連
の
組
織
人
員

は
六
十
二
万
八
千
九
百
七

人
と
な
り
、
昨
年
同
月
比

二
千
百
七
十
五
人
（
〇
・

三
五
％
）
増
と
六
月
末
調
査

と
し
て
は
三
年
連
続
で
年
間

増
勢
を
か
ち
取
り
ま
し
た
。

　

県
連
・
組
合
別
で
は
、

全 

五
十
三 

県
連
・
組
合
の

過
半
数
と
な
る 

二
十
九
県

（
三
十
五
組
合
）
比
か
ら
は

六
組
合
減
と
な
っ
た
も
の

の
、
十
五
組
合
が
減
少
率
を

連
・
組
合
が
年
間
増
勢
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

増
勢
組
合
は
昨
年
同
期

取
っ
た
の
は
、
大
阪
建
労

（
一
・
〇
四
％
）
ら
十
九
県

連
・
組
合
で
す
。
ま
た
、
今

一
％
未
満
に
と
ど
め
る
な

ど
大
き
な
成
果
と
な
り
、
年

間
一
％
以
上
の
実
増
を
か
ち

る
い
、
東
京
で
は
四
度
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

る
状
況
で
、
組
織
拡
大
月
間

回
の
調
査
で
最
高
現
勢
を
更

新
し
た
組
合
は
七
県
連
・
組

合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感
染

症
が
猛

威
を
ふ

で
の
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
全

国
の
仲
間
の
皆
さ
ん
に
改
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

す
で
に
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

た
昨
年
六
月
末
組
織
基
本
調

査
か
ら
年
間
増
勢
を
達
成
で

き
た
こ
と
は
、
危
機
的
状
況

に
あ
る
仲
間
を
見
つ
け
、
寄

り
添
い
な
が
ら
地
域
の
信
頼

を
か
ち
取
っ
て
き
た
取
り
組

み
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

　

一
定
行
動
が
制
限
さ
れ
る

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず

は
「
で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
、
足
を
踏
み
出
す
」
こ
と

を
軸
に
据
え
て
、
仲
間
の
つ

な
が
り
を
強
め
な
が
ら
こ
の

難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た

私
た
ち
の
取
り
組
み
に
自
信

を
持
っ
て
組
合
活
動
の
前
進

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

引
き
続
き
、
す
べ
て
の
県

連
・
組
合
で
の
増
勢
に
向
け

ウェブ回答
もできます
賃金アンケート

伝
統
技
能
に
な
う
若
者
競
う

　
【
住
技
対
部
発
】
九
月

十
八
日
（
土
）
～
二
十
日

（
月
祝
）
島
根
県
松
江
市

「
く
に
び
き
メ
ッ
セ
」
で

開
催
さ
れ
る
全
建
総
連
第

三
十
七
回
青
年
技
能
競
技
大

会
出
場
を
め
ざ
し
、
候
補
選

手
た
ち
が
課
題
の
「
四
方
転

び
踏
み
台
」
作
製
練
習
に
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
練
習
会

順
延
の
ハ
ン
デ
を
と
り
返
す

べ
く
石
川
順
也
さ
ん
（
東
住

吉
平
野
）
、
田
中
瑛
治
さ
ん

（
羽
曳
野
）
、
原
豊
さ
ん

（
堺
）
の
三
候
補
選
手
の
真

剣
な
面
持
ち
に
講
師
の
七
田

幸
則
さ
ん
（
寝
屋
川
）
、
御

幣
黄
太
さ
ん
（
東
住
吉
平

野
）
の
指
導
に
も
熱
が
入
り

ま
す
。

　

が
ん
ば
る
青
年
技
能
者
た

ち
を
組
合
あ
げ
て
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

　

港
支
部
と
西
成
支
部
は
合

同
で
国
保
組
合
予
算
国
会
議

員
要
請
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

日
本
維
新
の
会
・
井
上
英

孝
議
員
の
自
宅
を
訪
問
、
地

方
か
ら
帰
ら
れ
た
わ
ず
か
な

時
間
を
取
っ
て
い
た
だ
き
、

本
人
と
お
会
い
し
て
建
設
国

保
の
育
成
強
化
を
求
め
る
要

請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

大
西
宏
幸
議
員
事
務
所
で

は
吉
田
秘
書
に
面
会
し
要
請

書
を
手
渡
し
、
国
保
組
合
へ

の
補
助
金
確
保
を
お
願
い
し

「
議
員
に
伝
え
て
お
き
ま

す
」
と
返
答
が
。

　

全
国
技
能
競
技
大
会
め
ざ
し

　

  

汗
流
す
候
補
者
応
援
を

井
上
英
孝
議
員
本
人
に
要
請

国
保
組
合
の

予
算
確
保
を

港
・
西
成
合
同
で

  

大
建
労
ら
29
組
合
が
増
勢
か
ち
と
る

　
　

全
建
総
連
62
万
９
千
人
組
織
に

て
、
ご
奮
闘
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

大
建
労
本
部
は
八
月
十
三

日
（
金
）
～
十
七
日
（
火
）

の
五
日
間
、
夏
期
休
暇
の
た

め
事
務
所
を
閉
所
し
ま
す
。

　

所
属
の
支
部
事
務
所
の
閉

所
日
な
ど
に
つ
き
ま
し
て

は
、
八
月
二
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
発
令
さ
れ
て
い
る

「
緊
急
事
態
宣
言
」
へ
の
対

応
で
、
閉
所
日
お
よ
び
開
所

時
間
の
短
縮
な
ど
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
各
支
部
に
お

問
い
合
わ
せ
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

夏
季
閉
所
日

の
お
知
ら
せ

本　部

石
川
順
也
さ
ん(

東
住
吉
・
平
野
支
部
）

田中瑛治さん（羽曳野支部）

原豊さん（堺支部）

井上議員と西成支部役員

吉田秘書と港支部役員
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が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
、中

止
の
場
合
も
あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

持続化給付金の申請サポート会も開催しました

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 
10
月
か
ら
建
退
共
改
定

          

掛
金
日
額
と
運
用
利
回
り
が

　

二
〇
二
一
年
十
月
一
日
か

ら
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

（
建
退
共
）の
運
用
利
回
り
が

現
行
の
三
％
か
ら
一
・
三
％

に
変
更
と
な
り
、掛
金
日
額

（
証
紙
）に
つ
い
て
も
、現
行

の
三
百
十
円
か
ら
、三
百
二

十
円
へ
十
円
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
数
年
来
制
度
見
直
し

の
検
討
が
続
け
ら
れ
て
き
た

こ
と
に
対
し
、全
建
総
連
は

制
度
内
容
の
大
幅
な
後
退
は

認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
し
て

き
ま
し
た
が
、長
く
続
く
超

低
金
利
や
建
退
共
全
体
の
運

営
状
況
を
受
け
こ
の
変
更
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

　

運
用
利
回
り
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
建
退
共
に
加
入
し
て

い
る
方
が
こ
れ
ま
で
積
み
立

て
て
き
た
掛
金
へ
の
運
用

利
回
り
は
、過
去
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
引
き
下
げ
は
さ
れ
ま

せ
ん
。積
み
立
て
中
の
掛
金

は
、そ
の
期
間
中
の
運
用
利

回
り
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

毎
年
お
子
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
る「
ち

び
っ
こ
お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス

ト
」。今
年
の
テ
ー
マ
は「
二

〇
二
一
夏
の
思
い
出
」に
決

め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
青
年
部
役
員
が
選

考
し
、各
賞
ご
と
に
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
と

も
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

お
絵
書
き
コ
ン
テ
ス
ト
に

　

作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い   

青年部

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

９
月
・
10
月
は
仲
間

を
増
や
す
組
織
拡
大
月

間
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ふ
る
っ
て
応
募
を

り
、
ゴ
ミ
は
放
置
。
コ
ロ

ナ
終
息
が
な
い
限
り
こ
ん
な

行
為
は
続
く
の
か
。
な
ん
と

も
情
け
な
い
こ
と
だ
が
、
今

こ
こ
ま
で
が
ま
ん
し
て
き
た

の
を
無
駄
に
し
ま
い
。
朝
の

来
な
い
夜
は
な
い
。
自
粛
の

日
々
は
あ
と
少
し
だ
。

園
、
河
川
敷
…
。
マ
ス
ク

な
し
、
大
き
な
声
で
し
ゃ
べ

で
の
ア
ル
コ
ー
ル
提
供
は
禁

止
の
た
め
若
者
た
ち
の
路
上

飲
み
す
る
姿

が
見
ら
れ

る
。

　

コ
ン
ビ
ニ

の
前
、
公

三
十
一
日
ま
で
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
た
。
飲
食
店

四
千
人
を
超
え
た
。

　

大
阪
で
も
八
月
二
日
か
ら

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
も
日

ご
と
に
増
え
、
東
京
で
は

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
で
き
な

い
ぶ
ん
テ
レ
ビ
観
戦
を
し
て

い
る
。

　

メ
ダ
ル
の

獲
得
数
も
毎

日
増
え
喜
ば

し
い
こ
と
だ

　
【
堺
・
松
本
千
恵
子
】

二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
一
年
遅
れ
で
開
催
。
今松本さん

　【
社
会
保
障
対
策
部
発
】

組
合
員
・
家
族
か
ら
募
集
し

た「
大
建
労
労
働
安
全
標
語
」。

応
募
四
十
七
作
品
を
対
象
に

七
月
社
保
対
部
会
で
厳
正
な

審
査
を
行
な
い
、次
の
四
作

品
が
入
賞
。

　

入
賞
者
の
方
に
は
副
賞
と

し
て
商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

◇

・
特
選（
一
点
）

今
日
も
ま
た　

無
事
故
で
帰

れ
と　

家
族
は
願
う

　

守
口
・
井
上
き
よ
子
さ
ん

・
入
選（
三
点
）

毎
日
の　

健
康
管
理
が

事
故
防
ぐ

　
　

守
口
・
河
本
智
美
さ
ん

脚
立
作
業　

登
っ
て
か
ら
が

事
故
の
山

　

寝
屋
川
・
東
口
善
至
さ
ん

心
の
焦
り　

事
故
の
も
と

　

門
真
・
坂
下
敬
一
さ
ん

　

建
退
共
の
掛
金
日
額
の
引

き
上
げ
に
伴
う
退
職
金
額
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
も
、

通
常
運
用
利
回
り
が
見
直
し

さ
れ
る
五
年
間
で
比
較
す
る

と
、掛
金
十
円
の
引
き
上
げ

で
、年
間
で
二
千
五
百
二
十

円
の
掛
金
負
担
増
と
な
り
ま

す
が
、退
職
金
額
も
引
き
上

げ
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
募
集
要
項
】

テ
ー
マ　

夏
の
思
い
出

参
加
対
象　

組
合
員
の
お
子

さ
ん（
小
学
生
以
下
）

用
紙　

ハ
ガ
キ
～
Ｂ
４
ま
で

表
彰　

最
優
秀
賞
一
点
、優

秀
賞
五
点
、青
年
部
長
賞
一

点賞
品　

最
優
秀
賞（
三
千
円

分
の
ク
オ
カ
ー
ド
）、優
秀
賞

（
同
二
千
円
分
）、青
年
部
長

賞（
同
千
円
分
）、参
加
賞（
同

三
百
円
分
）を
進
呈

応
募
締
め
切
り　

十
月
二
十

二
日（
金
）本
部
必
着

※
作
品
の
裏
側
に「
学
年
」

「
年
齢
」「
支
部
」「
組
合
員

と
お
子
さ
ん
の
氏
名
」を
必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先　

〒
五
五
六
―
〇
〇

一
五　

大
阪
市
浪
速
区
敷
津

西
二
―
七
―
一
七　

大
阪
建

設
労
働
組
合　

青
年
部

　
「
安
全
標
語
」入
賞
作
品
発
表

　

  

守
口
・
井
上
さ
ん
ら
４
人

 　
自
粛
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か

 　

   

五
輪
に
励
ま
さ
れ
我
慢


